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笑顔と元気しあわせ応援！笑顔と元気しあわせ応援！

社協だより
か
お
し
い

社会福祉法人　石岡市社会福祉協議会　　第90号　令和7年6月15日

　令和6年5月から令和7年2月まで全40回
（入門課程20回、基礎課程20回）の「手話
奉仕員養成講座」を開催しました。最終日に
は11名の受講者が修了証を受領しました。
　手話奉仕員は、聴覚障がい者の生活を理
解し、また、手話でコミュニケーションがとれ
る方です。当講座は、聴覚障がい者や聴覚障
がいについての理解を深めるとともに、手話
でコミュニケーションが行えるよう日常会話
程度の基礎的な手話技術を修得することを
目的としています。

令和６年度手話奉仕員養成講座を修了しました
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■主な内容
令和７年度事業計画

令和７年度収支予算

災害ボランティアセンター運営訓練・社協功労者表彰

民生委員・児童委員だより「きずな」

善意銀行 感謝の報告

「アイラブユー」のハンドサインで記念撮影
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令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
の
石
岡
市
の
人
口
は
、
６
万

９
千
９
２
３
人
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
で
、
今
年
に
入

り
初
め
て
７
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。一
方
、人
口
の
ピ
ー

ク
時
（
平
成
７
年
）
に
は
年
間
７
０
０
人
を
超
え
て
い
た

出
生
数
も
、
今
は
３
０
０
人
台
と
半
減
し
、
合
計
特
殊
出

生
率
も
１
・
３
０
と
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
に
伴
う
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦
世
帯
、
ひ
と
り

親
世
帯
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、
８
０
５
０
問
題
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
新
た
な
諸
問
題
も
顕
在
化
し
て
お

り
、「
お
互
い
を
思
い
や
り
支
え
あ
う
」
地
域
共
生
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、
住
民
と
地
域
活
動
団
体
と
の

良
好
な
関
係
性
の
構
築
や
行
政
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

と
し
て
の
機
能
を
高
め
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
対
し
て

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、従
来
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
・

生
活
困
窮
者
等
へ
の
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
前
年
度
に
続
き
大
学
生
や
高
校
生
な
ど
若
い
世
代
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
働
き
か
け
を
重
点
的
に
進

め
、
次
代
を
担
う
人
材
の
発
掘
・
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

主な事業：人口減少社会が進展し、高齢化率がますます高まる中、多文化共生の視点を加え、み
んなが住み慣れた地域で暮らし続けていくためには、地域包括ケアシステムの構築が
求められており、そのためには生活支援体制の整備が急務となります。市の行う福
祉・コミュニティ施策との調整のもと、関係団体とのさらなる連携強化を図ります。

主な事業：高齢者や障がい者が地域で健康な生活を維持し続けることができる支援策を推進して
まいります。子育て世帯・子どもへの支援としては、経済的支援等を行っていくとと
もに、ヤングケアラー等の新たな課題に対しても支援策を進めます。また、生活困窮
者への支援を引き続き進めるとともに、相談機能・体制の充実に努めます。

主な事業：市内ボランティア団体の活動を引き続き支援します。また、若い世代のボランティア
活動への働きかけを積極的に行うなど、新たな人材の発掘や育成を支援し、ボラン
ティア活動を応援します。

主な事業：地震災害等も含めて被災地支援を行うボランティアの登録を進めます。また、災害時
のボランティア受け入れを行う「災害ボランティアセンター」の立ち上げを速やかに
行える体制を整えます。

地域がつながる仕組みづくり基本目標1

みんなに寄り添う福祉サービス基本目標2

地域を支える組織・人づくり基本目標3

未来に向けた組織運営基本目標4

令和７年度事業計画

お互いを思いやり支えあう　ずっと住み続けたいまち　いしおか
～誰一人取り残さないまちづくり～

基本理念
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入ってくるお金
420,440千円

お金の使い道
420,440千円

収入の内訳

支出の内訳

受託事業
（生活支援体制整備事業/
地域ケアシステム推進事業/
介護予防総合支援事業等）

156,005千円
37.1%

補助金事業
（地域福祉活動事業/
在宅福祉サービス
センター事業等）
95,211千円
22.65%

法人運営事業
91,090千円
21.67%

障害者事業（ヘルパー派遣事業）
2,824千円
0.67%

基金運営事業
885千円
0.21%

共同募金配分金事業
（高齢者福祉活動事業/
障がい者(児)福祉活動事業/
児童・青少年福祉活動事業/
ボランティア育成活動事業等）

12,282千円
2.92%

介護保険事業
（ケアプランの作成/
ヘルパー派遣事業）
32,165千円
7.65%

善意銀行運営事業
29,462千円
7.01%

障害福祉サービスを
提供して入るお金
2,830千円
0.67%

補助金収入
（石岡市・茨城県社協等から入るお金）

188,398千円
44.81%

市民の皆さんからの
社協会費
7,900千円
1.88%

事業を行って入るお金
11,639千円
2.77%

介護サービスを
提供して入るお金
10,722千円
2.55%

その他の収入
16,855千円
4.01%

前年度繰越金収入
41,007千円
9.75% 受託金収入

（石岡市からの事業受託金）
139,889千円
33.27%

令和7年度
社会福祉法人石岡市社会福祉協議会

収支予算

市民の皆さんや企業からの
善意の寄付金
1,200千円
0.29%

手数料事業
（自販機設置手数料等）

516千円 
0.12%
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令
和
７
年
３
月
７
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
の
里

石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
た
団
体
の
石
岡
Ｊ
Ｃ
シ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
青

友
会
、
石
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
、
石
岡
市
八

郷
商
工
会
青
年
部
か
ら
７
名
の
方
々
が
参
加

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
班
」、

「
マ
ッ
チ
ン
グ
班
」、「
資
材
貸
出
班
」、「
活
動

報
告
班
」、「
ニ
ー
ズ
受
付
班
」
の
５
つ
の
班
を

設
け
、
各
班
を
体
験
し
ま
し
た
。　

参
加
者
か
ら
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
わ
か
っ
た
」、「
災
害
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て
流
れ
を
理

解
し
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
積
極
的
に
訓
練

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
と
職
員

は
「
石
岡
市
が
突
然
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
い
う
危
機
感
と
緊

張
感
を
も
っ
て
訓
練
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
活
動
が
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
被
災
者
か
ら
の

活
動
依
頼
の
聞
取
り
や
、
活
動
に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
う
窓
口
で
、

主
に
被
災
地
の
社
協
が
設
置
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
22
日
（
土
）、
永
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
功
労
や
社
会
福
祉

活
動
に
協
力
援
助
を
行
っ
て
頂
い
た
個
人
や
団

体
に
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
功
績
と
し
て
、
善
意
銀
行
へ
の
多
大
な

金
銭
の
寄
付
や
社
協
事
業
へ
の
貢
献
な
ど
、
石

岡
市
の
地
域
福
祉
増
進
に
対
し
て
多
大
な
功
績

が
あ
る
皆
様
・
団
体
様
で
す
。

　

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
は
石
岡
市
地
域
福
祉
講

演
会
の
際
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈
を
行
い
ま
し
た

　　　　　　　　　　贈呈された皆様
左から鈴木隆子様（石岡商工会議所女性会）、谷島会長、
坂場誠一様、小野カズ子様（石岡市ボランティア連絡協議会）

感謝状受領者
功績が顕著な方・団体（敬称略・順不同）

善意銀行への寄付

善意銀行への寄付

地域福祉活動への
功績

贈呈区分

石岡商工会議所女性会

坂場　誠一

石岡市ボランティア
連絡協議会

個人名・団体名

社協表彰式典



5

石　岡　市

令和7年6月15日 第39号民生委員・児童委員だより

石岡市

民生委員・児童委員協議会連合会

責　任　者　会長　中島 　 初巳

　

令
和
６
年
11
月
か
ら

石
岡
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
の

事
務
局
に
着
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今

年
度
も
引
き
続
き
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
か
ら
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
福
祉
行
政
を
担
当
す
る
こ
と

が
多
く
、
幾
度
と
な
く
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
様
方
に
は
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
等
、
社
会
構
造
の
変
容
に
よ
り
、

多
様
な
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を

有
す
る
個
人
・
世
帯
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
様
方
の
活
動
へ
の
期
待
と
役
割
は
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
担
い
手
確
保
等
の
観
点
か
ら
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
も

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と
し
ま
し

て
も
、
皆
様
が
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
伴

走
型
で
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
面
に
は
十
分
に
ご

自
愛
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

平
成
29
年
に
民
生
委

員
に
就
任
し
て
以
来
、

今
年
で
９
年
目
に
な
り

ま
す
。
担
当
地
区
は
、

ば
ら
き
台
団
地
内
の
旧

城
南
中
学
校
区
域
で
す
。

　

前
任
者
よ
り
引
き
継
い
だ
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
台
帳
登
録
者
は
９
名
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
施
設
な
ど
へ
入
居
さ
れ

た
り
し
て
令
和
６
年
末
現
在
で
は
３
名
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　　

し
か
し
、
ば
ら
き
台
団
地
内
も
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
一
人
暮
ら
し
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
高
齢
者
の
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
把
握
は
大
変
難
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ご
本
人
は

も
と
よ
り
ご
近
所
の
方
々
や
市
の
担
当
者
の
ご

協
力
を
得
て
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳
へ
の
発

行
を
促
し
て
い
く
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

台
帳
登
録
は
見
守
り
活
動
に
は
不
可
欠
で
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
民
生
委
員
の
主
な
役
割
は
、

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
区
域
と
住
民
の
方
々
の

困
り
事
相
談
を
適
切
な
解
決
機
関
（
市
の
担
当

課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）
へ
つ
な
ぐ

こ
と
で
す
。

　

最
近
の
日
常
活
動
に
お
い
て
は
民
生
委
員
の

役
割
を
超
え
た
要
求
が
多
く
見
ら
れ
、
民
生
委

員
を
と
て
も
困
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題

は
昨
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
全
体
研
修
会
の
中
で
、
各
地
区
の

委
員
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
訪
問
し
た
際
に
、
買

い
物
や
公
共
料
金
の
振
込
な
ど
を
頼
ま
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
の
事
で
す
。
こ
の
件
の
対
応
と
し

て
は
、
一
般
的
に
は
民
生
委
員
の
役
割
を
超
え

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
）
か
ら
「
民
生
委
員

の
役
割
を
超
え
た
依
頼
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
は
お
断
り
頂
い
て
結
構
で
す
。
断
る
こ
と
が

難
し
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
抱
え
込
ま
ず
関
係

機
関
へ
つ
な
い
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。」
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。
以
上
雑
文

を
書
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
益
々
民
生
委
員
と

し
て
の
任
期
を
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

民児協キャラクター

いばらきミンジー

ご
あ
い
さ
つ

福
祉
部
社
会
福
祉
課　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

市
村　

利
明

日
常
活
動
雑
感

城
南
地
区　

川
又　

猛
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　石岡市社協では、住民参加型の福祉サービス『在宅福祉サービスセンター事業』を実施して
おり、生活サポーター（協力員）を募集しています。

生活支援（掃除、洗濯等）、子育て支援、病院や公共機関等への送迎支援
※送迎サービスについては専門の講習会（無料）を受講していただいてからの活動となります。
月曜から金曜日で活動できる日（土日祝日及び12/28～1/5を除く）※活動は週に１回でも
可能です。
１時間６００円（午前９時～午後５時）
※時間外（午前７時～９時、午後５時～７時）は１時間９００円／交通費別途支払い

生活サポーターさん募集！（在宅福祉サービス）募  集

活動内容

活 動 日

活動料金

募  集 社 協 会 員 の 募 集
　石岡市社協が進める地域福祉事業（地域福祉活動事業／高
齢者福祉活動事業／障がい者（児）福祉活動事業／児童・青
少年福祉活動事業／ボランティア育成活動事業等）は、市民
の皆様の参加・協力・支援によって成り立っています。社協
会員は、事業に賛同し、会費によって資金面から支えていた
だくサポーターです。
　石岡市の地域福祉増進のために皆様のご協力をお願いいた
します。

社協会員会費の目安
一般会員500円から
特別会員2,000円から

市内在住で60歳以上の方
※先着順で1世帯1区画までご利用できます。

【令和７年５月3１日現在】
・旭台 ７区画　・鹿の子 ４区画　・杉並 １区画
※最新の空状況については随時お問い合わせください。

高齢者健康農園募 集

利用条件

空き区画

利用しませんか 利用無料

　高齢者が健康で生きがいのある生活を営むため、余暇を利用して野菜、草花等を栽培する
ことができる農園を貸し出しております。現在、区画が空いておりますのでご利用ください。

食料支援にご協力をお願いいたします
ご家庭や職場で眠っている食品はありませんか？　食品ロスの削減にもつながります！

◎お寄せいただきたいもの
▶常温保存ができるもの
▶賞味期限が 3か月以上あるもの
▶未開封のもの
▶米、パックライス、レトルト食品、インスタント
　麺、乾麺、缶詰、のり、ふりかけ等

◎お受けできないもの
▶生鮮食品（野菜や果物、肉魚類）
▶手作りの加工品　▶冷蔵又は冷凍食品
▶開封されているもの　▶アルコール類
▶カビや異臭、変色、虫のわいている米
※上記の食品類はお持ちいただいてもお受け取り
　できませんのでご注意ください

募 集
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石岡市社会福祉協議会本所・
八郷支所
石岡市役所こども未来課

受付場所

お願い お譲りください
石岡市内中学校制服＆体操着

ご家庭で眠っている制服や体操着はありませんか？
　ご提供していただいた制服と体操着は、クリーニング後、必要と
している生徒へ有料で貸出しを行い、有効活用いたします。
　現状のままお持ちいただいても結構ですが、着用可能なものを
お願いします。
※汚れや破損が激しいものはお受けできませんのでご注意ください。

お願い お譲りください
ベビーカー＆バギー

ご家庭で眠っているベビーカーやバギーはありませんか？ご家庭で眠っているベビーカーやバギーはありませんか？

石岡市社会福祉協議会本所・八郷支所
受付場所

　ご提供していただいたベビーカーとバギーは、クリーニング後、
必要としている方へ有料で貸出しを行い、有効活用いたします。
　現状のままお持ちいただいても結構ですが、 目立った汚れや
可動部分・ベルト等に異常がないものをお願いします。

心 配 ご と 相 談

石　岡　地　区
実施場所 八郷総合支所 3F　302会議室石岡市役所本庁１Ｆ　相談室

八　郷　地　区

７月４日・１８日
８月１日・１５日・２９日
９月１２日・２６日　  （全て金曜日）

７月１０日・２４日
８月７日・２１日
９月４日・１８日　　  （全て木曜日）

実 施 日

１３：００～１５：００　（受付：１４：３０まで）実施時間

お知らせ

　日頃悩んでいること困っていることについて、相談員が親身に、問題解決に向けてアドバイスを
いたします。相談は無料、個人の秘密は守ります。予約は不要です。

お知らせ

石岡市社会福祉協議会本所　☎0299（22）2411　FAX0299（22）2440

法律の専門職による成年後見制度相談会
　成年後見制度の実務に携わる弁護士・司法書士に直接相談できるチャンスです。
「金銭管理ができなくなった時にどうしたら良いか知りたい」「障害のある子どもの将来が心配」
等、成年後見制度に関する相談を無料で応じます。事前の予約が必要です。

実　施　場　所
実　　施　　日
実　施　時　間
定　　　　　員 費　　　用
申　　込　　先

無　　料各日４名程度
１３：３０～１６：００

ふれあいの里石岡ひまわりの館　工作室
６月１９日（木）／司法書士 ７月１７日（木）／弁護士 ８月２１日（木）／司法書士



匿　名 ◆食料品　◆プラチナ応援券　◆米

善意銀行

感謝の報告
心温まるお気持ちをお寄せいただきまして、誠にありがとうございます。
お預かりしました善意は、地域福祉の向上のために活用いたします。

令和7年2月1日から令和7年4月30日まで（順不同・敬称略）

今号の表紙デザイン（日本の伝統文様）
◆市松模様・・・柄が途切れることなく続いて行くことから、「繁栄」の意味が込められています。

その「繁栄」の意味から、子孫繁栄や事業拡大など縁起の良い模様とされています。

問い合わせ・申込み 社会福祉法人  石岡市社会福祉協議会

ホームページ　https://www.ishioka-shakyou.or.jp/

〒315-0009
茨城県石岡市大砂10527番地6
ふれあいの里石岡ひまわりの館内
ＴＥＬ 0299（22）2411㈹
ＦＡＸ 0299（22）2440
Ｅ-mail：shakyou@atlas.plala.or.jp

〒315-0195
茨城県石岡市柿岡5680番地1
石岡市八郷総合支所複合施設3F
ＴＥＬ 0299（36）4311
ＦＡＸ 0299（36）4312
Ｅ-mail：ishishakyo.yasato@orange.plala.or.jp

本　所 八郷支所

GS

GS

至小美玉

至柿岡
柏原
工業団地

サッカー
公園

7

石岡市ふれあいの里
石岡ひまわりの館内

355 至桜川

GS

八坂神社

常陽銀行

消防署
柿岡小

コンビニ

コンビニ

至土浦

至石岡八郷郵便局

64
42

7

恋瀬川

（土、日、祝日を除く）

コンビニ

八郷総合支所
複合施設   3F

物　品　の　部
坂場　誠一 食料品 15点
マックス石岡 お菓子 9箱
石岡商工会議所女性会 食料品 44点
パールショップともえ石岡店 お菓子 2箱
八郷たんぽぽの会 プラチナ応援券 20枚
井坂　日出代 プラチナ応援券 4枚
生長の家　白鳩会 食料品等 4箱
東日京三電線株式会社 レトルトご飯 900食
マルハン石岡店 お菓子 1箱
 ポータブル電源 1台
水戸ヤクルト販売株式会社 小型電源 1台
 簡易トイレルーム 2個
カーブス石岡杉並 食料品 32箱
株式会社ベイシア石岡東光台店 食料品 80㎏

使用済切手・書き損じはがき
◆服部　幸惠　◆渡辺木材株式会社　◆石岡商工会議所女性会
◆ケアハウスゼーレ　◆石岡若松郵便局　◆学校法人木村学園
認定こども園石岡幼稚園　◆株式会社松永工務店
◆株式会社ツムラ　◆八郷郵便局　◆匿名

カーブス石岡杉並　様

石岡商工会議所女性会　様

水戸ヤクルト販売株式会社　様

金　銭　の　部
坂場　誠一 6,000円
石岡商工会議所女性会 17,113円
土浦友の会 5,000円
みんなのマルシェ 51,600円
石岡市八郷商工会女性部 10,000円
学校法人木村学園認定こども園石岡幼稚園 2,953円
石岡市ボランティア連絡協議会 11,445円
東地区公民館　絵画同好会　東彩会 3,251円
冨田　和江 4,131円
愛のともしび会柿岡地区 15,395円
匿名 200,000円


